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母語韻律干渉の特徴とその要因

重松淳

I 序

乳幼児が生後すぐに注目する母親の音声特徴は、「音韻性J ではなくて

「韻律性」（！）だという ω。韻律の認知と習得（再生能力獲得）には時間差

があるとしても、韻律認知が言語習得の始めに位置していることは非常に

興味深い。というのは、成人の第 2 言語音声の習得上最後まで残る問題は、

経験的に韻律面であると思われるからである。視点を変えれば、当該言語

の母語話者である聞き手から見て、学習者の韻律が最も改善されにくいと

感じられる。つまり母語話者では最も早い時期に認知され習得が始まる韻

律が、第 2 言語の学習者においては習得が最も難しい、または遅いと思わ

れるのである。

これが第 2 言語習得のメカニズムから帰結される結果なのか、または学

習方法に起因するものなのか、という点は即断できる状況にない ω。しか

し少なくとも第 2 言語教育においては、個々の音さえ発音できれば韻律は

自然に習得できると考えられてきたために、この韻律の学習方法は未だに

確立していないばかりか、韻律の応用研究自体も始まってからまだ日が浅

いと言わざるを得ない。

実際に学習者の韻律はどのように現れるのだろうか。まず中国語母語学

習者の日本語について観察してみる。日本語の韻律の特徴は大きな「への

字型または山型」の連続であると言われるが、中国語母語学習者の日本語

韻律には大小の波型がそのなかに起こり、滑らかさが失われて韻律が破壊
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される。台湾語話者（4）の場合特に顕著に現れる。翻って日本語母語学習者

の中国語（5）についてみると、中国語の韻律の特徴は、大小の波型を呑みこ

む大きな孤形を描くと言われるが、日本語母語話者の韻律は大きな孤形を

描かず、大小の波形が剥き出しになり、滑らかさが失われ韻律が破壊され

る。この両者の現象は非常に奇異な感じを与える。双方とも個々の語（句）

は正しく発音されるにも関わらず、それ以上のレベルになると急に不自然

さが目立つようになるのである。

長年筆者は、日本人に対する中国語教育、中国人に対する日本語教育の

現場に身をおいているが、韻律の習得については常にもどかしさが付きま

とう。まず母語以外の韻律というものの姿を把握することが難しい上に、

なぜ韻律が習得できないのか、その原因が把握できないからである。その

もどかしさを解消すべく、これまで中国語語句の声調（tone）連続と日本

語アクセントの間の干渉について観察を続け、その結果を教育に生かす努

力を重ねてきた。それは中国語語句の声調連続と日本語語句の高低アクセ

ントの間に、何らかの相互干渉があるのではないかと推論したからであっ

た。

そして1995年に台湾語の声調連続に見られる特徴と、台湾語話者の日本

語アクセントの特徴を調べた折、次のような一つの示唆を得た。それは、

母語の韻律が第 2 言語の韻律に直接干渉するかもしれない、ということで

ある。台湾語母語話者の日本語アクセントは、これまでその語の最終モー

ラの直前に核がおかれやすい（ 0 2 型が多くなる）ということが観察され

てきた ω。しかし台湾語話者のパターン化された日本語アクセントは、後

から 2 つ目のモーラに核が来るというより、台湾語の「詞組J （語のまと

まり）のうねりに合わせて、日本語の語句を発音し、それが特徴的なピッ

チパターンを作り出しているのではないか、と思われたのである（九つま

り学習者は日本語を発音しながら、母語の韻律の干渉を受けるのではない

かというのが、その時得た一つの感触であった。その後、広東語話者の日

本語アクセントの調査でも、やはり独特のパターンが観察されへそのパ

ターンから見て、そうなる原因は広東語に見られる語句の連続変調（tone-
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sandhi）にあるのではないかと思われた。それが正しいとすれば、やはり

広東語の韻律が日本語アクセントに干渉すると言えるわけである。

本稿では更に文レベルの韻律における母語の干渉について述べたい。以

下では、これまでに明らかになっている中国語フレーズレベル韻律の構造

を概観した上で、第 2 言語として中国語を学んだ中級学習者に見られる文

レベル韻律の実際を主にピッチ曲線図を通して例示し、母語の韻律の干渉

であると思われる特徴、音声教育の結果であると考えられる特徴を挙げ、

従来の中国語音声教育における問題点を指摘し、韻律学習の重要性を主張

する。

II 中国語の韻律概観一一一声調とフレーズ韻律、文韻律

まず「声調J は「音節に固有のものJ であると言われるが、「音節」と

「声調J は階層を異にしており、「声調」は「超分節的特徴j または「非線

性特徴J を持つ。例えばいくつかの音節が連読した際に現れる「変調j と

いう現象についてみると、北京語（ここでは共通語（普通活）と同義に扱う）

では、第 3声の連続変調に代表されるように、音節毎に決まっているはず

の声調が、ある塊にまとまると一人歩きし、パターン化された韻律を形成

する。 2 音節連読による 1 フットの韻律形成は比較的安定したピッチパタ

ーンを示すが、 3 音節の連読になると、話速（話すスピード）との関連で

さまざまなバリエーションが現われる（的。上海語では、大雑把に言えば一

つのフレーズは最初の音節の声調をそのフレーズ全体に振り分けた形に変

調し、しかも音程の曲折を失う。台湾語でもフレーズは最後の音節の声調

を残し、それより前の音節はすべて変調する。声調が音節固有のものであ

り音節に密着した分節的な性格を持つのであれば、このような現象は起こ

らないはずである。この変調現象が韻律形成の基本にあるとすれば、音声

教育における変調の優先順位はかなり高いところになければならない。音

声教育において第 3 声の変調は、必ず音声学習の重要項目を占めるが、そ

のバリエーションやその現われ方などは、中国語の初級音声教育ではほと

んど放棄されている。
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声調についてもう一つ取り上げたい点は、音節の音長についてである。

中国語音声教育の始めの段階でよくなされる、第 3声は長く第 4声は短い

といった音長に関する単純な説明に比べて、事実はさらに複雑だ、と言わな

ければならない（I九特に日本語母語の学習者にとって問題なのは、日本語

の耳がモーラ長を聞く耳であり、しかもピッチのみに注目しがちな耳であ

る、という点である。母音として耳に届く音が長くても短くても、日本語

のモーラ長に引きつけて聞くために、実際の音長を聞き落としてピッチに

注目しようとし、子音にかかる長さなどはほとんど耳に届かない。モーラ

長とピッチで中国語の声調を把握するために、すでに全体的な韻律を破壊

する前提がそこでできてしまうことになる。

さて次に文レベルの韻律であるが、これは文以上の単位に成立する概念

で、それぞれの文にイントネーションが加わって形作られる調子を言う。

従って声調連読によるフットや、フット群連読によるフレーズ群の静的韻

律記述とは分けて考えなければならない。しかし、後者は前者の階層に組

みこまれると、文のイントネーションや文群の韻律の影響を受けると同時

に、逆に前者も後者の影響を受ける。この複雑な様相は中国語が声調言語

であることから生まれるもので、日本語の韻律と比べると一段複雑である

と言わざるを得ない。音節の声調は固有の音程と曲折を持つが、それは無

論相対的なものであって、話速が速ければ固有の声調は「変調J を起こし、

相対性を保ちながら文韻律に同化する。これらの現象はそれぞれの個別対

応で済むほど単純ではなく、中国語学習者への自然な韻律の指導を考える

場合には、文韻律は無視できない。

文韻律は「調頭（文頭の音節またはフット）＋調体＋調尾（文末の軽声

でない音節または文末フット）」という基本構造を持ち、「調尾J は声調の

影響を受けるが、イントネーションは文問、文末のポーズ（無音区間）を

含めて文全体に影響する。以下に『決語市律学』（臭浩敏，朱宏注著

2001）の分類に従って文韻律の基本型を示す。
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下がり調子 平調：音域が狭く波形は暖味、句末には言いきり型のマー

クカぎある。

遠方からの声かけや、天気予報などに現われる。

降調：山が調頭、谷が調尾に起こり、文末音節（またはフ

ット）は明らかに下降する。陳述文、命令文などの

他、聞き手が近くにいる場合の対話などに起こる。

上がり調子 昇調：谷が調頭、山が調尾に起こり、語気詞があると山は

語気詞の直前の音節に起こる。疑問文、反問文な

ど。

曲がり調子 凸調：山が調体にあり、谷が調頭と調尾に起こる。文中に

ストレス、疑問調のある陳述文など。

凹調：谷が調体、山が調頭と調尾におこる。文頭にストレ

スのある文など。

フレーズ韻律の層では、声調の基本調値にフットの構成、音節の数、語

意などが変数となって韻律を成し、文韻律の層では、フレーズの構成、文

意、話速、語気、口調などあらゆる変数が働いて韻律を成す。発話の韻律

はすべて総体としての表出であるため、中国語学習者が母語の韻律を捨て

ターゲット言語の韻律を習得することは、非常に難しいと言える。以下で

は、文韻律のレベルで、日本語母語の学習者に見られる干渉の実際を明ら

かにする。

皿 日本語母語話者の中国語文韻律

中国語の韻律を表出する機能を担うのは主に音程、音長、音強であるが、

音声波形を分析することで、少なくとも音程と音長はその振る舞いを具に

見ることができる。ここでは、中国語母語話者と日本語母語話者の中国語

韻律をピッチ曲線図の形で表現して、実現される文韻律の違いを検証す

る。

ここで資料として用いるのは、中国語母語話者Yと日本語母語話者Tの
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録音音声から波形を取り出したものである。（日）

中国人Y ：中国語母語話者、母語は北京語。両親、本人とも北京出身。

日本語学習歴 4 年。 20代女性。

日本人T ：日本語母語話者、愛知県出身。

中国語学習歴2.5年、 20代男性。

1 下がり調子（降調）と上がり調子（昇調）

【資料①］降調（命令文）

把箸牟来 b~ b~ ~泊．（鉛筆を持ってきて）

命令文は降調になる。［①1y］に典型的な降調が見られる。最後の音節 lai

は本来第2声（低から高へあがる）であるが、末尾のピッチは第 l 音節の

開始時よりかなり低くなる。それに対して【①T】では、第 3 （第 2 声）、

第 4 （第 2 声）音節のピッチが連続して上昇しており、全体的に上がり調

子になって自然な韻律を破壊している。声調レベルの学習はできているが、

文韻律を学習していない典型例だといえる。
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｛資料②】昇調（疑問文）

イホ i見的就是他？ N~ sh~ de ji己Si; t~ ？ （君が言ってたのはあの人？）

疑問文は昇調になる。この例文は疑問のイントネーションの例（疑問詞は

含まれない）で、｛②Y】に典型的な昇調が見られる。第 l 音節“4”の開

始時のピッチと最終音節 ta の開始時のピッチを比較すると、その差が

歴然としている。しかもピッチのレンジがかなり大きいことがわかる。

【②T】は、最終音節が低く収まっていること、ピッチレンジが小さい点で、

｛②Y】に見られる自然な韻律が破壊されている。特に大きな問題はピッチ

レンジが狭いことである。
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2 曲がり調子

【資料③】凸調（疑問文）

休昨天到治家去了？NI zu;ti~n dio sh~i ji~ q; le ？（君、昨日誰ン

ち行ったの？）

疑問詞疑問文では、調体に疑問詞があると凸調になる。［③Y］を見ると、

“zu;ti~n”（昨日）と疑問詞の部分“sh~i”に中位のストレスがかかり、第
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l 音節と最終音節が低くなって、中高のイントネーションを形成している。

［③T］では二つ目の山で韻律が破壊されている。更に、それぞれの音節の

長さがほぼ一定しており、日本語のモーラの干渉が見られる。
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【資料④】凹調（条件文）

他不来，我就不去．古 b~Iii, wら ji己 bii 

僕も行かない）

短い条件文では凹調になる。凹調は、調頭、調尾の音節の出だしピッチが

qu 。 （彼が来ないなら、

高く、中程が低い。【④T】では、前半の第 4 音節“Iii”の第 2声が際立ち、

前半自体が凹調を成している。後半では第 2 ～第 4 音節までの 3 音節がす

べて第 4声であるためか、それに忠実になるあまり自然な韻律の波が破壊

されている。このように学習期間の短い学習者は、声調を正確に発音しよ

うとするために、韻律が不自然になってしまう傾向がある。
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（【④Y］は紙幅の関係で割愛する）

3 同声調の連続

同じ声調の音節が連続した場合、その文韻律は凸調になるということが

わかっている 0 (12）この事実は、残念ながら教学面には全く生かされていな

い。凸調になるということは、ストレスの置かれる位置が、調体にあると

いうことで、それも教学面ではほとんど取り上げられることがない。その

結果は、以下の資料からもはっきり読み取れる。

【資料⑤］第1声の連続

今天剛出生. Jrntian gang chusheng. （今日生まれたばかりだ。）

この例文では、すべての音節が第1声で、 2 音節＋ I 音節＋ 2 音節の組み

合わせの 3 フット文である。ここでは第 3 音節“g~ng”にストレスが置か

れ、それを波lb華に持つ凸調の文韻律を示すO 【⑤Y】ではそれがきれいに現

われている。ところが【⑤T］ではその曲線を示さず、第1声の連続である

ことをそのまま表すに留まる。ここでもやはり声調のみに終始する学習の

結果が現われている。

【資料⑥］第 4声の連続

去仮店見面.Q己 findiin jiann凶n. （ホテルに行って会います。）

この例文では、すべての音節が第 4 声で、 l 音節＋ 2 音節＋ 2 音節の組み

合わせで、第 1, 2' 3 音節までが 1 フットを形成し、合わせて 2 フット

の文になっている。 3 音節のフットは、第 3 音節にストレスが置かれ、そ
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の音節のピッチレンジが広がり、そこが波峰になってやはり凸調の文韻律

を示す。【⑥Y】ではそれが典型的に現われ、第 3 音節‘diふ’にストレス

がかかって、最後はかなり低く収まる。【⑥T】では第 4声のパタンが保た

れて平行移動しながらdeclinationがかかり、ピッチレンジに変化が見られ

ない。

4 疑問詞の卓立

疑問文の中にある疑問詞は、日本語でもそこに卓立現象が現われピッチ

が高くなるが、中国語でも疑問文の中の疑問詞にはストレスがかかり、独

特の文韻律が現われる。調体に疑問詞が置かれる場合凸調になることはす

でに見たので、調頭と調尾に疑問詞が置かれた場合を見てみる。

［資料⑦】調尾に疑問詞

イホ 111班長是堆？ Nimen b-;nzh~g shi sh~i ? （君達の班長は誰？）

調尾に疑問調があるとそこにストレスが置かれ、昇調になる。［⑦Y】では

⑦ y 
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“b;-nzhing”のところにストレスが現われていて、一般形とは少し異なっ

てみえる。しかしやはり“sh~i”の部分のピッチは全体からみて高くなっ

ている。［⑦T］では、全体的にピッチレンジが狭く、疑問詞にストレスが

かかっていない。このような疑問文ではピッチレンジの拡大に特徴が見ら

れ、それを抑えると別の文意を伝える結果になる。ピッチレンジの伸び縮

みについても教学面で取上げられることはまれで、その点も問題にしなけ

ればならないだろう。

5 考察

以上の観察によって、日本語母語話者Tの中国語文韻律には、

1 、ピッチレンジの狭さ

2 、ストレスの位置の誤り

3 、日本語モーラ長に引きつけた音長の不自然さ

4 、声調の正確さへの拘り

といった問題があることがわかった。これらはすべて、これまでの中国語

初級音声教育にはほとんど項目として挙げられていないものばかりで、結

局のところ、韻律に必要な要素のほとんどが初級段階では全くと言って良

い程無視されてきた結果であると言えよう。

1 のピッチレンジが狭いという現象と、 4 の声調のピッチパターンへの

拘りは密接な関係があり、声調偏重教育の最大の結果だと言わざるを得な

い。初級段階で声調の正確さを追求するあまり、自然な韻律を習得するチ

ャンスが失われる。しかし、もちろん声調の正確さは欠かせないのである

から、このジレンマを克服して両者並び立たせるためには、カリキュラム

の根本的な改編しかない。また、最も根強い干渉を示すものとして、 3 の

日本語モーラ長の干渉がある。日本語母語話者はほとんどが日本語のモー

ラについての認識を持っていないので、フットを基本にした中国語のモー

ラ長（日）については、さらに気付くはずもない。最後に日本語母語話者が、

2 のストレスをピッチの高低、または声の大きさに置きかえる傾向がある

ことを挙げなければならない。低く小さい声でもストレスがかかり、そこ
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が際立つて聞こえるということを実感する瞬間を持たなければ、なかなか

納得できるものではないはずである。

N 結論一一早期韻律教育の必要性

言語の対照研究で長く行なわれてきた、文法における誤用分析のような

手法が、生成文法理論の登場以来なりを潜めてしまった背景には、それな

りの理由がある。音声の誤用分析的な手法は、誤用を指摘し母語の干渉で

あることを明らかにすることは可能で、あるが、それを学習理論と共鳴させ

て学習効果を引き出す段階に到ると、結局は物理的な仕組みを説いたり、

データを見せて学習者自身が試行錯誤できるように環境を整えることしか

できない。生成理論は言語生成の深みを探ることを目指したが、誤用分析

的手法は、研究成果とその応用との間の深いクレパスに架ける橋が見つけ

られなかったのである。

第1言語との比較対照は、理解にとって効力があることは確かである。

学習者の資質がよければ、ある程度の学習の進展が見られる。もちろん、

「習得j という現象を「コミュニケーションがとれるJ という段階に留め

るならば問題は小さく、これまでのやりかたで十分だとも言えるだろう。

しかしもし、「習得」可能性を根本的に見直し、「よりよい結果j に近づけ

ようとするなら、やはり音声教育は言語生成の深みから考え直し、システ

マティックに構成にし直されなければならない。

音韻論的に解き明かされている中国語音声の構造は、中国語の初級発音

教育ではそれが音声そのものであるかのように説明されている。日本語で

も事情は同じであって、仮名文字の教育と共に音韻が導入され、それがあ

たかも実現される音声と同等であるかのように教育される。日本の英語教

育でも同様に、発音記号をもとに音韻教育が行なわれる。実現される音声

というものがあまりに多種多様であるために、音韻体系がその多種多様さ

を整理して帰納されたものであるという思考と、「韻律は自然に身につく J

という誤った考え方とが相侯って、これまでの音声教育を発展性のないも

のにしてきた感がある。
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しかし、韻律が記述可能な存在であり、しかもその韻律がその言語だか

らこそ起こり得る範囲の、特有の現われ方をすることが最近になってよう

やくわかってきた。韻律で区別されるべき人間感情や陳述の型が有限のも

のに集約できるのであれば、韻律は有限のカテゴリーを持ち、その言語の

音声構造に規定された韻律パターンを持つと考えてもよいことになる。韻

律のカテゴリーが確定しパターンが分類されれば、韻律教育は飛躍的に進

展すると思われる。現在のところは、すで、にわかっている部分を把握して、

第 2 言語の自然な韻律を習得する基礎作りをするための枠組みを用意した

に過ぎない。今後は韻律学習の優先順位を高いところに置き、発音導入と

同等の地位を与えることが必要であると考える。

注

(1) ここでの「韻律J の定義は、「音の高さ、強さ、長さなど音色以外に関

係した特徴を韻律的特徴（prosodic feature）ないしは超分節的特徴

(suprasegmental feature）と呼ぶj という、窪薗他『音声J 1998 の定義に

従い、ある単位（フレーズ、文など）に現れる言語音の超分節的な特

徴をもっ現象の総称とする。

(2) 桐谷滋編『ことばの獲得』 1999 P52 

(3) 「対乳児音戸が音韻弁別、節構造の知覚、あるいは語案理解を促進さ

せるJ という実験結果がある（向上書P54参照）。

(4) ここでいう台湾語母語話者とは、所謂阿南語母語話者を指す。詳しく

は、「台湾語話者の日本語アクセント考j 『日本語と日本語教育J 24号

1995の注 1 参照。

(5) 本稿で用いる「日本語」は東京語を、「中国語J は一般に普通話と呼ば

れる共通語を指す。

(6) 日本語教育学会編『日本語教育事典』大修館 1982に、「（中国語話者の

日本語アクセントは）原則としてすべて 0 2 型であり、尾高型も難し

い。 I 拍語は母音を長音化して頭高型とする傾向がある」との記述が

ある。

(7) 重松淳「台湾語話者の日本語アクセント考」『日本語と日本語教育』 24

号 1995

(8) 野津素子、重松淳「広東語話者の日本語学習におけるアクセントの間

題について (1 ）～（ 3 ) J 『日本語と日本語教育J 27号～29号 1998 、

1999、 2000
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(9) 臭決敏，朱宏注著『j又語市律学j 2001 p324の三音節連読変調の記述参

日召。

(10) 声調が一つの音節の全体にかかるものかどうかという点については議

論があり、無声子音はもともと声帯の振動がないため、声調は無声子

音の上にはかからないというのが大方の見方ではあるが、最近の生理

学的研究では無声子音の発音が開始される時にすでに音声器官に緊張

や弛緩などの特徴が現れ、たとえFOがなくてもすでに声調情報として

加算されるべき状態になるという口つまり音の清濁にはすでにピッチ

の情報が盛りこまれているのである。（向上書p311)

(11) 資料は「読みあげるj ことで得た「朗読資料」。読みあげの際に韻律に

関わる指示は一切与えていない。［資料①～⑦】で取り上げた例文は

『決語市律学』に載せる例文からとったものO 録音方法は、 Y、 Tの音声

をDAT TCD-D8で録音し、 SFSWin Versionl.25(19/04/2001) ｩ 2001 Mark 

Huckvale University College London を用いて分析した。縦軸はFOのHz、

横軸は時間、 Vはsegmentの位置を表わしている。但し、得られたピッ

チ曲線は、取り除けなかったノイズなどを手で修正したもので、イメ

ージ図としてのみ扱う。

(12) 除、文宣「字調和語調」『中国語文』 227期 1980

(13) 「モーラ j は、日本語の基本的な長さの単位を指す。「音節」が母音を

核にした子音の集まりで、「聞こえ」を中心に捉えられるのに対し、等

時性を感じる単位である。
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